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日曜・休日当番医　※診療時間は9時〜 17時です

こども急病電話相談　実施：千葉県
お子さんの急な病気で心配なとき、看護師・小児科医が電話でアドバイスします。
＃8000（プッシュ回線・携帯電話）／☎043（242）9939（ダイヤル回線）
相談日時　毎日　19時〜 22時

《内科系》 《外科系》
1月1日㊋ 茂原中央病院

☎24－1191
聖光会病院
☎35－5151

1月2日㊌ 鵜澤医院
☎34－2008

本納整形外科
☎34－5091

1月3日㊍ 山之内病院
☎25－1131

塩田記念病院
☎35－0099

1月6日㊐ 大塚内科
☎23－6121

宍倉病院
☎24－2171

1月13日㊐ 大木医院
☎23-2546

君塚病院
☎25－1811

1月14日㊊ ポプラクリニック
☎23－3111

菅原病院
☎２5－1171

※都合により、変更する場合があります。
消防本部通信指令課☎24-0119、525-8448へお問い合わせください。「広報もばら」は再生紙を使用しています。

「わん！だふるタイム」に
ご協力を

　この運動は、犬の散歩やウォーキング
などを登下校の時間（8時頃、15時頃）
に行うことで、地域ぐるみで子どもたちの
安全を見守るものです。
　ご理解とご協力をお願いします。

【問合せ】市生活課（2階）
　　☎（20）1505、5（20）1600へ。

大豆油インク使用

▲「わん！だふるタイム」イメージキャラクター
「アンゼンちゃん」と「マモロー」

茂原市独自の測定結果（測定値　マイクロシーベルト／時）
測定地点 最　高 最　低 測定日

10保育所における地上
１ｍでの測定結果

0.073
（0.384）

0.054
（0.284） 12月10日

4幼稚園における地上
１ｍでの測定結果

0.055
（0.289）

0.049
（0.258） 12月6日

測定地点 集積桝 遊具付近 美術館入口 測定日

茂原公園における地上
１ｍでの測定結果

0.059
（0.310）

0.064
（0.336）

0.080
（0.420）12月10日

萩原公園における地上
１ｍでの測定結果

0.057
（0.300）

0.061
（0.321） ―― 12月10日

※（　　）内の年率換算は、1日8時間の屋外活動を想定。
※μＳＶ／ｈ＝1時間あたりマイクロシーベルト
測定器名：ＨＯＲＩＢＡ　Ｒａｄｉ　ＰＡ－１０００

　市が実施した、市内の小学校14校の校庭における放射線量は左下表のとおりです。
　また、保育所、幼稚園、及び中核的な公園の放射線量の測定結果は右下表のとおりです。
　いずれも、「放射性物質汚染対処特措法」に基づく基本方針の、追加被ばく線量を年間１ミリシーベルト以下とするための基準、
1時間当たり0.23マイクロシーベルトを下回っており、市としては、健康に影響が無いものと判断しています。

お問い合わせは、
　市環境保全課（６階）☎（20）1504、5（20）1604へ。

茂 原 市 の 大 気 中 の 放 射 線 量 を お 知 ら せ し ま す

千葉県測定マニュアルに基づく測定結果（県様式）

測定地点
測定値※（マイクロシーベルト／時） 地面の

形　状
測定日
天　候地表1.0m 地表0.5m

茂 原 小 学 校 0.06 0.06 土 12月11日　晴
萩 原 小 学 校 0.06 0.06 土 12月11日　晴
東 郷 小 学 校 0.08 0.09 土 12月11日　晴
東 部 小 学 校 0.06 0.06 土 12月11日　晴
二 宮 小 学 校 0.06 0.07 土 12月11日　晴
緑ヶ丘小学校 0.08 0.09 土 12月11日　晴
西 小 学 校 0.07 0.07 土 12月11日　晴
五 郷 小 学 校 0.05 0.06 土 12月11日　晴
鶴 枝 小 学 校 0.08 0.08 土 12月11日　晴
中の島小学校 0.06 0.06 土 12月11日　晴
豊 田 小 学 校 0.07 0.07 土 12月11日　晴
本 納 小 学 校 0.06 0.07 土 12月11日　晴
新 治 小 学 校 0.06 0.06 土 12月11日　晴
豊 岡 小 学 校 0.06 0.06 土 12月11日　晴
※μSv ／ h＝１時間当たりマイクロシーベルト
測定機器名：日立アロカメディカル社製 TCS－172B（県統一機種）

SPOT
スポット

　２畳ほどの大きさの屏風に力強く書かれた「照
しょうてんしょく

天燭」の
力強い文字。これは市内南吉田在住の書家で、会員数約
１万人を誇る書道団体「全日本書芸文化院」の代表を今月
から務めることとなった大倉谷山さんが茂原市立美術館・郷
土資料館に昨年寄贈してくれた書。「天を明るく照らす」とい
う意味の大作で、「今の世界的な閉塞感の中で人が生きて
いくために明るさが灯れば」との想いを込めて書いたそうです。

　秋田県出身の大倉さん。本格的に書道を始めたのは大学
生になってから。勧誘された書道研究会に何気なく誘われた
のがきっかけでした。１年生の時の合宿で先輩から「自分
勝手に書いている」と言われ、とても悔しい思いをして以来、
必死に書に取り組み腕を磨いてきました。
　大学卒業後の昭和41年、勝浦高校に社会科の教師とし
て赴任後すぐに書道部を設立。そこでの熱血指導によって
書道のさらなる魅力にはまり、茂原高校赴任時（昭和50年
代前半）に東京の大学に３年間通い書道教諭の免許を取
得。以来、定年を迎えるまで20年以上を「書道教師」とし
て教鞭を執りつつ、自らの書を追求してきました。
　書の魅力を「人間性を表すもので、線の一本一本を見れ
ばそれを書いた人の精神状態が分かる奥深さがある。また、
文字で人に感動も与えることができる」と語る大倉さん。究
極的には、「手紙を書いたらそれが作品になるのが理想」だ
そうです。
　毎年、年始には勝浦高校時代の教え子たちが大倉さんを
囲んで新年会を開いてくれるなど、書の実力のみならず人柄
にひかれて常に周りに人が絶えない書道家です。

求道者のごとく書を追求　　　　
書道家　大

おお
倉
くら

谷
こく

山
ざん

さん（南吉田　70歳）

▲寄贈してくれた「照天燭」とともに　 本作品は今年の
２月15日から市立美術館で展覧される予定です。


